
鳥取市告示第２３８号 

 

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第６条第１項の規定

により令和４年度一般廃棄物処理実施計画を次のとおり定めたので、鳥取市廃棄物の処理

及び再利用に関する条例（平成５年鳥取市条例第２号）第２０条の規定により告示する。 

 

令和４年３月３１日 

 

                       鳥取市長 深 澤 義 彦 

                              

１ 一般廃棄物処理基本方針 

本市の計画処理区域から排出される一般廃棄物を適正に処理し、生活環境を清潔にす

ることにより、健康で快適な生活を確保する。 

 

２ 用語の定義 

  鳥取地域：平成１６年１０月３１日現在の鳥取市区域をいう。 

  国府地域：平成１６年１０月３１日現在の国府町区域をいう。 

  福部地域：平成１６年１０月３１日現在の福部村区域をいう。 

  河原地域：平成１６年１０月３１日現在の河原町区域をいう。 

  用瀬地域：平成１６年１０月３１日現在の用瀬町区域をいう。 

  佐治地域：平成１６年１０月３１日現在の佐治村区域をいう。 

  気高地域：平成１６年１０月３１日現在の気高町区域をいう。 

  鹿野地域：平成１６年１０月３１日現在の鹿野町区域をいう。 

 青谷地域：平成１６年１０月３１日現在の青谷町区域をいう。 

 東部地域：国府地域及び福部地域をいう。 

 南部地域：河原地域、用瀬地域及び佐治地域をいう。 

 西部地域：気高地域、鹿野地域及び青谷地域をいう。 

 新市域 ：東部地域、南部地域及び西部地域をいう。 

 

３ 計画処理区域  鳥取市全域 

 

４ 排出量 

 （１）ごみ 

区   分 排 出 量 区   分 排出量 

可燃ごみ ４７，７５０ｔ 乾電池等 ６２ｔ

古紙類 ６１０ｔ 小型破砕ごみ １，４７０ｔ

食品トレイ ２５ｔ 大型ごみ（不燃） ３５０ｔ

プラスチックごみ ２，５６０ｔ 使用済小型電子機器等 ４０ｔ

資源ごみ １，３５０ｔ 特定家庭用機器廃棄物 １６ｔ

ペットボトル ３７０ｔ  



 

 

 （２）し尿及び浄化槽汚泥 

区   分 排 出 量 

し   尿 ２，５００ｋℓ

浄化槽汚泥 ８，６００ｋℓ

 

５ 処理主体 

 （１）ごみ 

区   分 収集・運搬 処   理 

家
庭
系 

可燃ごみ 鳥取市（委託） 鳥取県東部広域行政管理組合 

古紙類 鳥取市（委託） 再資源回収業者 

食品トレイ 鳥取市（委託） 鳥取県東部広域行政管理組合 

プラスチックごみ 鳥取市（委託） 鳥取県東部広域行政管理組合 

資源ごみ 鳥取市（委託） 鳥取県東部広域行政管理組合 

ペットボトル 鳥取市（委託） 鳥取県東部広域行政管理組合 

乾電池等 鳥取市（委託） 鳥取県東部広域行政管理組合 

小型破砕ごみ 鳥取市（委託） 鳥取県東部広域行政管理組合 

大型ごみ 鳥取市（委託） 鳥取県東部広域行政管理組合 

使用済小型電子機器等 鳥取市（委託） 鳥取県東部広域行政管理組合 

特定家庭用機器廃棄物 
鳥取市（委託） 

一般廃棄物収集運搬業許可業者 
製造業者・輸入業者・指定法人 

事  業  系 一般廃棄物収集運搬業許可業者 
鳥取県東部広域行政管理組合 

一般廃棄物処分業許可業者 

 

（２）し尿及び浄化槽汚泥 

収集地域 収集・運搬 処   理 

鳥取地域 

国府地域 
(公財)鳥取市環境事業公社(許可)

鳥取県東部広域行政管理組合 

福部地域 (株)桜宮(許可) 

南部地域 因幡環境整備(株) (許可) 

西部地域 (株)キョウエイ (許可) 

 

  

６ ごみ処理計画 

 （１）ごみの減量化・再資源化計画 



 

循環型社会の形成のために一番重要なことは、できるだけごみを出さないことで

ある。まず極力ごみの発生を回避し、それでも出てくるごみは循環利用、最後にど

うしても循環利用できないものを適正に処理する、という優先順位に基づき取り組

む必要がある。 

そのため本市では、第１１次総合計画にて循環型社会の形成を掲げ、発生回避（リ

フューズ）・排出抑制（リデュース）・再使用（リユース）・再資源化（リサイクル）

を基調としたごみの減量化・再資源化の取り組みを、目標を定めて行っている。 

 

ア 減量化の方法 

（ア）家庭ごみの有料指定袋制度 

   ごみの減量目標を達成するためにも、リデュースを第一とした取り組みを継

続して推し進める必要がある。その手段として、全国的な例等から最も効果的

な家庭ごみの有料指定袋制度を、平成１９年１０月１日より開始した。家庭ご

みの有料指定袋制度によって、排出者責任の考え方のもと、ごみ処理にかかる

問題を市民に広く意識させることができ、かつ、経済的意識を加えることでご

みの排出抑制・再使用・再資源化の行動を起こす動機付けになった。また、ご

みの減量効果を持続するため、有料指定袋制度とあわせて他の施策を実施して

いく。 

（イ）有料指定袋制度の内容 

   可燃ごみ及びプラスチックごみを対象とする。 

 大（45Ｌ） 中（30Ｌ） 小（20Ｌ） 極小（10Ｌ）

可燃ごみ 60 円 40 円 30 円 15 円 

プラスチックごみ 30 円 20 円 15 円 － 

（ウ）鳥取市ごみ減量等推進優良事業所認定制度 

市内の事業所から排出されるごみの抑制政策として、廃棄物の減量化（発

生抑制・再使用・再生利用）等に積極的に取り組んでいる事業所を「鳥取市

ごみ減量等推進優良事業所」として認定し、事業所による廃棄物の減量化に

向けた活動を促進する。認定事業所の中でも減量活動等の成果が顕著な事業

所に対し表彰する。 

認定や表彰を受けた事業所について市報や公式ウェブサイト等で広く周知

することで、事業所のみならず市民の意識高揚を図り、廃棄物全体の減量化

の推進を図っていく。 

（エ）市報、チラシ、行政情報提供番組などによる啓発活動 

   ごみの減量化・再資源化を中心としたごみ問題について広く周知を図るため、

排出者である市民や事業者に対し、様々な広報媒体を利用して積極的な周知啓

発に努めていく。 

（オ）事業所ごみの透明袋使用の義務化 

事業所ごみにおける分別の徹底・ごみの減量化を図るために、令和２年６月

１日より、一般廃棄物収集運搬業許可業者と契約して可燃ごみを運搬させると

きに使用するごみ袋を、量販店等で購入可能なポリエチレン製のもので、袋の



 

色が袋の中身が確認できる無色透明なものとした。（半透明のものを使用する場

合は、鳥取市家庭用可燃ごみ指定袋程度まで。） 

イ 再資源化の方法 

（ア）ごみの分別収集 

ａ 新聞、書籍・雑誌類、ダンボールを「古紙類」として分別収集し、古紙再

生事業者に再生原料として引き渡す。 

ｂ 「食品用発泡スチロールトレイ(白色)」を分別収集し、鳥取県東部広域行

政管理組合の資源回収工場で再生原料として回収し、再生業者に引き渡す。 

ｃ ビン類・缶類を「資源ごみ」として分別収集し、鳥取県東部広域行政管理

組合の資源回収工場で再生原料として回収し、再生業者に売却する。 

ｄ 「ペットボトル」を分別収集し、鳥取県東部広域行政管理組合の資源回

収工場で再生原料として回収し、再生業者に売却する。 

ｅ 「プラスチックごみ」を分別収集し、鳥取県東部広域行政管理組合の資

源回収工場で再生原料として回収し、容器包装リサイクル法による指定業

者に引き渡す。 

   （イ）再資源化等推進事業 

新聞、雑誌、ダンボール、アルミ缶、布類、ビン類等の資源回収を促進するた

め、町内会、子供会、ＰＴＡ等の団体に奨励金を交付することにより、その活動

を支援する。 

（ウ）家庭用生ごみ堆肥化容器等購入費補助制度 

家庭から排出される生ごみを処理するための家庭用生ごみ堆肥化容器や基材

等の購入に要する経費に対し補助金を交付することにより、生ごみの減量化・資

源化を推進する。 

（エ）使用済小型電子機器等リサイクル回収事業 

      使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（平成２４年法律第５

７号。以下この（エ）において「法」という。）を受け、市役所等１４箇所に設

置した回収ボックスで集められた使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関

する法律施行令（平成２５年政令第４５号。以下この（エ）において「令」と

いう。）第１条に規定された品目を収集運搬し、法第１０条第３項の認定を受け

た者に引渡しを行うことで、使用済小型電子機器等に含まれる貴金属等を再資

源化する。 

       

   （オ）再資源化の量 

区   分 回 収 量 

ごみの分別収集 ４，９９０ｔ

再資源化等推進事業 ２，０６０ｔ

使用済小型電子機器等リサイクル回収事業 ４０ｔ

 

 

 （２）収集・運搬計画 



 

ア ステーション収集方式（収集日当日の朝８時までに持ち出すこととする。） 

区   分 回 数 処理主体 持出方法 

可燃ごみ 週２回 委 託 鳥取市指定袋 

プラスチックごみ 週１回 委 託 鳥取市指定袋 

古紙類 月１回 委 託 紐などでしばる 

食品トレイ 週１回 委 託 袋に入れず、直接回収箱へ 

資源ごみ 週１回 委 託 袋に入れず、直接回収コンテナへ 

ペットボトル 月２回 委 託 透明又は半透明袋 

小型破砕ごみ 週１回 委 託 袋に入れず、直接回収コンテナへ 

乾電池等 年６回 委 託 透明又は半透明袋 

 

イ 拠点収集方式（使用済小型電子機器等リサイクル回収事業に伴うもの） 

区   分 回 数 処理主体 持出方法 

使用済小型電子機器等 週 2 回 委 託 専用の回収ボックスへ 

乾電池 週 2 回 委 託 専用の回収ボックスへ 

小形充電式電池 週 2 回 委 託 専用の回収ボックスへ 

ボタン電池 週 2 回 委 託 専用の回収ボックスへ 

   ただし、鳥取地域以外の回数は月１回又は２カ月に１回とする。 

 

使用済小型電子機器等リサイクル回収ボックス設置箇所 

回 収 場 所 所在地 

鳥取市役所 

本庁舎 鳥取市幸町７１番地 

駅南庁舎 鳥取市富安二丁目１３８番地４ 

国府町総合支所 鳥取市国府町宮下１２２１番地 

福部町総合支所 鳥取市福部町細川６６８番地 

河原町総合支所 鳥取市河原町渡一木２７７番地 

用瀬町総合支所 鳥取市用瀬町用瀬８３２番地 

佐治町総合支所 鳥取市佐治町加瀬木２５１９番地３ 

気高町総合支所 鳥取市気高町浜村２８２番地１ 

鹿野町総合支所 鳥取市鹿野町鹿野１５１７番地 

青谷町総合支所 鳥取市青谷町青谷６６７番地 

学習交流センター 鳥取市湖山町西一丁目５１２番地 

イオン鳥取店 鳥取市天神町１番地 

イオン鳥取北店 鳥取市晩稲３４８番地 

イオン津ノ井店 鳥取市若葉台北六丁目１番１号 

ウ 戸別収集方式 

区  分 回 数 処理主体 排出方法 

可燃ごみ 随 時 許 可 袋を利用する際は、透明袋又は半透明袋に

て排出 生ごみ 随 時 許 可 



 

資源ごみ 随 時 許 可 

袋を利用する際は、透明又は半透明袋にて

排出 

ペットボトル 随 時 許 可 

プラスチックごみ 随 時 許 可 

小型破砕ごみ 随 時 許 可 

乾電池等 随 時 許 可 

大型ごみ 
随 時 委 託 

事前の申込みにより定めた方法による排出
随 時 許 可 

特定家庭用機器廃棄物 
随 時 委 託 

随 時 許 可 

 

エ 一般廃棄物（し尿及び浄化槽汚泥を除く。）収集運搬業許可業者 

（ア）（有）二葉商会 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市叶９２番地３ 

車両台数 ６台 従業員数 ２名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（イ）（公財）鳥取市環境事業公社 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ 

営業区域 
鳥取市全域 

八頭町からの荷下ろし 

所在地 鳥取市秋里１０３１番地２ 

車両台数 １０３台 従業員数 １３８名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

備考 積替え行為有り 

（ウ）(株)クリーンコクフ 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ及び特定家庭用機器廃棄物 

営業区域 鳥取市全域 



 

所在地 鳥取市国府町麻生５４７番地８ 

車両台数 ６台 従業員数 ６名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

特定家庭用機器廃棄物：（株）牧浦商店、日本通運（株) 

（エ）（有)生田商店 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市国府町中郷３３番地 

車両台数 ２台 従業員数 ３名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（オ）（株)牧浦商店 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量の可燃ごみ 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市正連寺９９番地 

車両台数 １４台 従業員数 ９名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（カ）山陰建設（株) 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
一般廃棄物 

営業区域 
鳥取市国府町上荒舟向田（中国電力(株)荒舟発電所)内及び鳥取市用

瀬町江波字山権ヶ谷（中国電力(株)阿蔵川発電所取水口） 

所在地 八頭郡八頭町宮谷２６３番地１１ 

車両台数 ４台 従業員数 １５名 

搬入先 八頭郡八頭町日田字中島新田 中国電力(株)八東発電所 

（キ）（株）クリーンフクベ 



 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市福部町細川６７６－３３ 

車両台数 ５台 従業員数   ３名  

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（ク）因幡環境整備(株) 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）、日常生活に伴って生じる多量ご

み及び特定家庭用機器廃棄物 

営業区域 

鳥取市全域 

八頭郡八頭町地内から神谷清掃工場（リンピアいなば）及び鳥取県

東部環境クリーンセンターへの荷下ろし 

所在地 鳥取市用瀬町美成３２３番地１ 

車両台数 ５６台 従業員数 ８３名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

特定家庭用機器廃棄物：（株)牧浦商店、日本通運（株) 

（ケ）（株)キョウエイ 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）、日常生活に伴って生じる多量ご

み及び特定家庭用機器廃棄物 

営業区域 鳥取地域及び西部地域 

所在地 鳥取市気高町北浜一丁目５３番地 

車両台数 ２０台 従業員数 ２２名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

特定家庭用機器廃棄物：（株)牧浦商店、日本通運（株) 

（コ）（有)森本組 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
廃プラスチック類、木くず及びがれき類 



 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市湖山町東二丁目２４５番地 

車両台数 ２２台 従業員数 １９名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（サ）三光（株)鳥取支店 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

廃プラスチック類、木くず、動物又は植物に係る固形状の不要物（品

目限定） 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市福部町湯山５４４番地１ 

車両台数 ７台 従業員数 ７名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

備考 積替え保管行為有り 

（シ）（有)マルヤス産業 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ 

営業区域 
鳥取市全域及び八頭郡八頭町地内から鳥取市神谷清掃工場及び鳥取

県東部環境クリーンセンターへの荷下ろし 

所在地 鳥取市安長４４３番地８ 

車両台数 ９台 従業員数 ５名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

備考 積替え保管行為有り 

（ス）北溟産業（有) 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

アオコ、籾殻、果樹選果くず、生花くず、刈草、木くず(樹皮以外のも

ので、破砕等中間処理されていないものは除く。） 

営業区域 

アオコ：鳥取市全域 

籾殻、果樹選果くず、生花くず、刈草：JA 鳥取いなば八頭西営農セ

ンター内（河原町渡一木３５０番地２１） 



 

木くず：鳥取市湖山町西二丁目４１３番地（鳥取県森林組合連合会内）

所在地 倉吉市岡２０番地１０ 

車両台数 １３台 従業員数 ７名 

搬入先 自社 

（セ）（有）水明社 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市相生町三丁目１０３番地 

車両台数 １台 従業員数 ３名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（ソ）（株）玉川 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市商栄町２５１番地８ 

車両台数 １７台 従業員数 ２２名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（タ）（有）錦海化成 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
魚のあら（魚介類残渣） 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 境港市昭和町７番地３ 

車両台数 ４台 従業員数 ３９名 

搬入先 自社 

（チ）（株）木下産業 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴う可燃ごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じ

る多量ごみ 

営業区域 

鳥取市全域 

八頭郡八頭町地内から神谷清掃工場（リンピアいなば）及び鳥取県

東部環境クリーンセンターへの荷下ろし 



 

所在地 鳥取市叶１１５番地４ 

車両台数 ３台 従業員数 ３名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（ツ）（株）東部資源リサイクル 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市西品治７８０番地１ 

車両台数 ８台 従業員数 ７名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

備考 積替え保管行為有り 

（テ）（有）広島水産加工 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
動植物性残渣（魚腸骨） 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 広島県呉市阿賀南六丁目２番１０号 

車両台数 １台 従業員数 １名 

搬入先 自社 

（ト）（有）大伸設備工業 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ（食品残渣を除く。） 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市興南町１４８番地 

車両台数 ３台 従業員数 ５名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（ナ）（株）新井商会 

取り扱う一般 事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多



 

廃棄物の種類 量ごみ 

営業区域 

鳥取市全域 

八頭郡八頭町地内から神谷清掃工場（リンピアいなば）及び鳥取県

東部環境クリーンセンターへの荷下ろし 

所在地 鳥取市桜谷２７４番地 

車両台数 １０台 従業員数 ５名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

備考 積替え保管行為有り 

（ニ）（株）アズマロジ 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ（食品残渣を除く。） 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市福部町海士４９９番２ 

車両台数 ３台 従業員数 １名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（ヌ）（有）アセスメントカンパニー 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（食品残渣を除く。） 

日常生活に伴って生じる多量ごみ 

営業区域 

鳥取市全域 

八頭郡八頭町地内から神谷清掃工場（リンピアいなば）及び鳥取県

東部環境クリーンセンターへの荷下ろし 

所在地 鳥取市港町６２番地３ 

車両台数 １１台 従業員数 ６名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

備考 積替え保管行為有り 

（ネ）（株）原田建設 

取り扱う一般 事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多



 

廃棄物の種類 量ごみ（食品残渣を除く。） 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市数津６２番地２ 

車両台数 １１台 従業員数 ８名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（ノ）（有）ステップ 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
動植物性残渣（魚のアラ） 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市河原町高福６１９番地 

車両台数 １台 従業員数 １名 

搬入先 リンピアいなば 

（ハ）千代興業（有） 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ（食品残渣を除く。） 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市千代水二丁目４６番地 

車両台数 １０台 従業員数 ８名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（ヒ）新星産業 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ（食品残渣を除く。） 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市桂見６２３番地７ 

車両台数 ６台 従業員数 １名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（フ）（株）桜宮 



 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

家屋解体に伴い発生する一般廃棄物 

（食品残渣を除く。） 

営業区域 鳥取市全域 

所在地 鳥取市福部町海士４９５番地２ 

車両台数 ４台 従業員数 ７名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

（ヘ）（株）マルケー 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

事業活動に伴うごみ（一般廃棄物）及び日常生活に伴って生じる多

量ごみ 

営業区域 

鳥取市全域 

八頭郡八頭町地内から神谷清掃工場（リンピアいなば）及び鳥取県

東部環境クリーンセンターへの荷下ろし 

所在地 鳥取市古海３６５番地５ 

車両台数 ６台 従業員数 ２名 

搬入先 

可燃ごみ（木くずを除く）：リンピアいなば及び一般廃棄物処分業許

可業者 

木くず：一般廃棄物（木くず）処分業許可業者 

不燃ごみ：鳥取県東部環境クリーンセンター及び一般廃棄物処分業

許可業者（品目限定有り） 

エ 一般廃棄物収集運搬業許可方針 

（ア）一般廃棄物収集運搬業の許可は、鳥取市廃棄物の処理及び再利用に関す

る条例（平成５年条例第２号）第３２条第３項に掲げる基準に適合すると認め

られている者でなければ行わないものとする。 

（イ）一般廃棄物の収集運搬は、現在許可している業者数で十分対応できるも

のであり、適正運搬の遂行が困難となっていないため、新たな法令等により必

要が生じた場合を除き、新規の業者については許可しない。ただし、岩美町、

若桜町、智頭町、八頭町において一般廃棄物の処理が困難と認められる場合に

限り、各町から鳥取市内の処理施設への荷下ろし許可を行う。 

 

 （３）中間処理計画 

   ア 焼却施設 

発生した一般廃棄物の処理 

施設名 リンピアいなば 

所在地 鳥取市河原町山手９２５ 

公称能力 ２４０ｔ／日 



 

形式 全連続燃焼式 

搬入量 

委託 ２５，６００ｔ 

許可 １９，５００ｔ 

一般持込 ３，６００ｔ 

残渣量 ５，４００ｔ 

残渣処分方法 埋立（鳥取県東部環境クリーンセンター） 

施設管理 
管理部門 鳥取県東部広域行政管理組合 

運転部門 ＪＦＥエンジニアリング株式会社（委託） 

 

イ 一般廃棄物処分業（中間処理）許可業者 

   （ア）（有）アセスメントカンパニー 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
木くず、廃プラスチック類及びガラスくず 

所在地 鳥取市港町６２番地３及び６２番地６ 

処理方法 破砕処理、破砕圧縮梱包 

処理能力 

廃プラスチック類等の破砕施設 

廃プラスチック類：３．９８ｔ／日 

木くず：４．４２ｔ／日 

ガラスくず：４．４２ｔ／日 

ごみ処理施設(破砕施設) 

廃プラスチック類：２０．１６ｔ／日 

木くず：３３．６ｔ／日 

ガラスくず：１６．８ｔ／日 

廃プラスチック類等の破砕圧縮梱包施設 

廃プラスチック類：３．９８ｔ／日 

木くず：４．４２ｔ／日 

最終処分方法 最終処分は行わない。（再生原料等に再資源化） 

（イ）（有）森本組 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
廃プラスチック類、木くず、剪定くず及びがれき類 

所在地 鳥取市湖山町東二丁目２４５番地、鳥取市里仁５０７番地１ 

処理方法 破砕処理 

処理能力 

廃プラスチック類（破砕処理）：８．８ｔ／日 

廃プラスチック類（溶融処理）：０．６４ｔ／日 

木くず、剪定くず：２２.０ｔ／日 

がれき類：１，０８０.０ｔ／日 

最終処分方法 最終処分は行わない。（再生原料等に再資源化） 

  （ウ）千代興業（有） 

取り扱う一般 木くず、草、剪定くず及び廃棄プラスチック類 



 

廃棄物の種類 

所在地 鳥取市上原４８９番地 

処理方法 破砕処理 

処理能力 
木くず、草、剪定くず：３．４ｔ／日、廃プラスチック類６．８

ｔ／日 

最終処分方法 最終処分は行わない。（再生原料等に再資源化） 

（エ）（株）エコ・ファーム鳥取 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
刈り草、抜根草 

所在地 鳥取市港町６２番地１ 

処理方法 堆肥化（アクセルグリーン工法） 

処理能力 
アクセルグリーン工法 箇所数 １区画 

４．７７ｔ／日 

最終処分方法 最終処分は行わない。（再生原料等に再資源化） 

（オ）（有）マルヤス産業 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

廃プラスチック類、木くず、ガラスくず、陶磁器くず及びがれき

類 

所在地 鳥取市古海２５９番地７ 

処理方法 破砕処理 

処理能力 

廃プラスチック類：３．７ｔ／日 

木くず：２．４ｔ／日 

ガラスくず：３．１ｔ／日 

陶磁器くず：３．１ｔ／日 

がれき類：３．５ｔ／日 

最終処分方法 最終処分は行わない。（再生原料等に再資源化） 

 

（カ）因幡環境整備（株) 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
食品廃棄物、廃プラスチック類、木くず、刈草及び剪定枝 

所在地 鳥取市用瀬町美成３２３番地１ 

処理方法 

木くず及び廃プラスチック類：破砕処理 

食品廃棄物：液状肥料化、堆肥化 

刈草及び剪定枝：堆肥化 

処理能力 

（破砕処理） 

廃プラスチック類：１１．２７ｔ／日 

木くず：２２０ｔ／日 

（液状肥料化） 

食品廃棄物：７．３ｔ／日×１施設 

（堆肥化） 



 

食品廃棄物：１８．５ｔ／日×１施設 

刈草及び剪定枝：１８．５ｔ／日×１施設 

最終処分方法 最終処分は行わない。（再生原料等に再資源化） 

備  考 
当該廃棄物の受入は、鳥取市内及び八頭町、智頭町から発生した

ものに限る。 

（キ）（株）原田建設 

取り扱う一般

廃棄物の種類 

木くず、草、剪定くず、廃プラスチック、廃プラスチック（廃発泡

スチロール） 

所在地 移動式処理施設（保管場所：鳥取市数津６２番地２） 

処理方法 破砕処理及び破砕、溶融 

処理能力 

（破砕処理） 

木くず：３．５２ｔ／日 

草、剪定くず：４．３１ｔ／日 

（破砕、溶融処理） 

廃プラスチック：破砕１．４４ｔ／日 

廃プラスチック（廃発泡スチロール）：溶融０．１６ｔ／日 

最終処分方法 最終処分は行わない。（再生原料等に再資源化） 

（ク）（株）白兎環境開発 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
廃プラスチック、木くず、動植物性残さ、がれき類 

所在地 鳥取市千代水四丁目４０番地 

処理方法 

①焼却施設：廃プラスチック、木くず、動植物性残さ   

②破砕施設(回転衝撃式)：廃プラスチック、木くず、がれき類 

③破砕施設(二軸剪断式)：廃プラスチック、木くず 

④焼成施設：廃プラスチック、木くず、動植物性残さの燃え殻 

処理能力 

①焼却施設：(最大混焼能力６０ｔ／日：２．５ｔ／h×２４h) 

 廃プラスチック：２７ｔ／日 

 木くず：６０ｔ／日 

 動植物性残さ：３８ｔ／日 

②破砕施設(回転衝撃式)：(最大混砕能力１０４ｔ／日：１０．４ｔ／

h×１０h) 

 廃プラスチック：１６ｔ／日 

 木くず：１０１ｔ／日 

 がれき類：３２８ｔ／日 

③破砕施設(二軸剪断式)：(最大混砕能力５５．３ｔ／日：５．５３ｔ

／h×１０h) 

 廃プラスチック：２１ｔ／日 

 木くず：７９ｔ／日 

④焼成施設 



 

 廃プラスチック、木くず、動植物性残さの燃え殻：９．６ｔ／日 

最終処分方法 最終処分は行わない。（再生原料等に再資源化） 

（ケ）（公財）鳥取市環境事業公社 

取り扱う一般

廃棄物の種類 
生ごみ、汚泥 

所在地 鳥取市福部町細川５４３番地１ 

処理方法 堆肥化処理 

処理能力 混合ごみ(生ごみ、汚泥)：２４ｔ／日 

最終処分方法 最終処分は行わない。（再生原料等に再資源化） 

 

   ウ 一般廃棄物処分業許可方針 

 （ア）一般廃棄物処分業の許可は、一般廃棄物収集運搬業の許可方針に加え、ご

みの減量化及び再資源化を目的として処分業を営む場合で、適正に処理する

ことが確実である場合において、ごみの種類を限定して許可する。 

   （イ）ごみの減量化及び再資源化以外の目的によるごみの処分は、現在の処理施

設の能力で十分対応できるものであり、適正処理の遂行が困難となっていな

いため、新たな法令等の整備により必要が生じた場合を除き、新規の業者に

ついては許可しない。 

 

（４）最終処分計画 

     施設の概要 

施設名 鳥取県東部環境クリーンセンター 

所在地 鳥取市伏野２２２０番地 

埋立地面積 ３５，４００㎡ 

全体容量 ５２０，０００㎥ 

残余容量 ２９４，９００㎥ 

搬入量 

（鳥取市分） 

委   託 １１，４７０ｔ（焼却残渣も含む。） 

一般持込 ２３０ｔ 

残渣処分方法 埋立（鳥取県東部環境クリーンセンター） 

施設管理 鳥取県東部広域行政管理組合 

 

（５）災害廃棄物処理対策 

  震災・水害により、多量の災害廃棄物が発生した場合、その処理に膨大な時間や

労力を要すことになる。被災時の災害廃棄物処理および災害廃棄物処理対策につい

ては、鳥取市災害廃棄物処理計画で定めている。 

 

（６）市民に対する広報・啓発活動 

ごみの減量化・資源化の重要性及び市民の協力義務等について、周知を図るため、



 

定期的な広報・啓発活動を実施する。 

 

７ 生活排水処理計画 

 （１）生活排水処理計画 

   ア 公共下水道 

計画処理区域 
秋里（国府分区及び福部分区を含む。）・千代水・河原 

吉岡・用瀬・浜村・鹿野・今市・青谷地区 

計画処理人口 １４５，８１２人 

   イ 農業集落排水 

計画処理区域 

津ノ井・三山口・東郷・松保・里仁・福井・美穂・米里・豊実・本高・

明豊・双六原・伏野・南東郷・蔵田馬場・小沢見・大和神戸・河内・

国分寺・麻生・御陵・上地・山湯山・箭溪八重原・福部南部・佐貫八

日市・西郷・水根・釜口・家奥古用瀬・大村・社東・社中・尾際・会

下・土居・逢坂南部・瑞穂・水尻・逢坂北部・宝木南部・宿・岡井・

法楽寺・河内下条・来日・閉野・小畑・勝谷・末用・小別所・河内上

条・蔵内・勝部・日置・日置谷・亀尻地区 

処理計画人口 ２５，２７５人 

   ウ 漁業集落排水 

計画処理区域 長和瀬地区 

処理計画人口 １９７人 

エ 林業集落排水 

計画処理区域 鷲峰地区 

処理計画人口 ６２人 

オ コミュニティ・プラント 

計画処理区域 栄町地区 

処理計画人口 ４０５人 

カ 合併処理浄化槽 

計画処理区域 鳥取市全域（公共下水道、集落排水処理区域を除く。） 

計画処理人口 ３，４９１人 

  

（２）し尿及び浄化槽汚泥処理計画 

ア し尿および浄化槽汚泥収集運搬業許可方針 

（ア）し尿および浄化槽汚泥収集運搬業の許可は、鳥取市廃棄物の処理及び再利

用に関する条例第３２条第３項に掲げる基準に適合すると認められている

者でなければ行わないものとする。 

（イ）し尿および浄化槽汚泥収集運搬は、現在許可している業者数で十分対応で

きるものであり、適正運搬の遂行が困難となっていないため、新たな法令等

により必要が生じた場合を除き、新規の業者については許可しない。 

   イ 収集・運搬計画 



 

区   分 収 集 量 回 数 収集主体 搬入先 

し   尿 ２，５００ｋℓ 月１回 

鳥 取 地 域 ・ 国 府 地 域

（許可業者） 
因幡浄苑 

福部地域・南部地域・

西部地域（許可業者） 
各中継槽 

浄化槽汚泥 ８，６００ｋℓ 随 時 

鳥 取 地 域 ・ 国 府 地 域

（許可業者） 
因幡浄苑 

福部地域・南部地域・

西部地域（許可業者） 
各中継槽 

   ウ 中間処理計画 

施設名 因幡浄苑 

所在地 鳥取市秋里１０３７番地１ 

処理方式 膜分離高負荷脱窒素処理方式 

処理能力 
し尿・浄化槽汚泥 １５０ｋℓ/日（うち５０ｋℓ/日は下水道圧送） 

集落排水施設汚泥  ５０ｋℓ/日 

搬入量 
し   尿 ２，５００ｋℓ 

浄化槽汚泥 ８，６００ｋℓ 

脱水汚泥量 １，０００ｔ 

施設管理 鳥取県東部広域行政管理組合 

   エ 再資源化計画 

委託先 因幡浄苑において中間処理後に発生する脱水汚泥は、鳥取県東部広

域行政管理組合から委託業者に引き渡して再資源化する。 

処分場所 民間事業者の処理施設 

処分量 １，０００ｔ（脱水汚泥） 

処分方法 再資源化（堆肥化又は炭化） 

オ 最終処分計画再資源化 

処理施設（処

理方法） 

因幡浄苑において、し尿及び浄化槽汚泥、集落排水汚泥の中間処理

の過程で発生するし渣については、焼却施設（リンピアいなば）で

焼却処分する。 

処分方法 焼却処分により発生する焼却灰は、鳥取県東部広域行政管理組合が

管理する、一般廃棄物最終処分場で埋立処分する。 

処分量 ９０ｔ（し渣） 

  

（３）市民に対する広報・啓発活動 

    生活排水対策の重要性について、市民に周知を図るため、定期的な広報・啓発

活動を実施する。 


